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日本産屋 内性 ヒ メ マ キ ム シ科 に つ い て

田　中　和　夫
＊

On　House −lnfecting　Species　of 　the　Lathridiidae　from　Japan
　　　　　　　　　　　　（Coleopterζ）

Kazuo　TANAKA

1．　 序

　菌類の 胞子菌糸を食して生活 し て い る微小甲虫

類 が あ る が
，

こ れ ら は ヨ
ー

ロ ッ パ で は fungus

beetlesと呼ばれ て い る 。
こ の 中 に は 屋 内で 発生

す る種類も少 くな く ， しば し ば大発生す る こ とが

あ り，又 ， 種に よっ て は菌 と共棲関係を もつ と考

え られ るも の もあ っ て 菌類伝搬と い う観点か ら も

PCO に と っ て 重要な昆 虫の
一

ッ で あ る。ア メ リ

カ の PCO 業界で は
，

シ ッ ク イ壁 に発生す る こ の

虫 を扱 うケース が 多 い こ と か ら plaster　beetles

と 云 わ れ て い る 。 こ の 仲間 に は キス イ ム シ科

Cryptophagidae，ホ ソ ヒ ラ タ ム シ科 Silvanidae，

ナガ ム ク ゲキ ス イム シ科 Cryptophilidae，ツ ヤ ヒ

メ マ キ ム シ科 Merophysiidaeな ど の 諸料 に含 ま

れ る種類が ある が，な か で も多い の が ヒ メ マ キム

シ科 Lathridiidaeで あ る。本稿で は 本科 の 主 と

し て屋内性種に つ い て述 べ る 。 前著 （田中1983＞

と
一
部重複す る所の ある こ とを お り断 して お く。

　本稿を草す る に あた り、日頃御教示 に与 り貴重

な文献の 閲覧を許され て い る愛媛大学農学部久松

定成氏 に 深甚の 謝意 を表す る も の で ある 。 農業環

境技術研究所長 谷川仁氏 ， 国立科学博物館動物研

究部黒沢良彦博士 ， 九州大学農学部森本桂博士 の

諸氏に は い ろ い ろ 御教示御援助 を載 い た 。
こ 5 に

記 し御礼 申し上 げる 。 又， こ の機会 に文献 の 渉猟

に あた っ て 日頃お世話に な っ て い る 多く の 方 々 に

謝意 を表す る次第で ある 。

H ．　 科の形態的特徴

　成虫 ：体長0．8 − 3mm 。 頭部水平 ，口 器 前向 。

触角 は 9 〜11節よ りな り （9 ，
10節 の もの は稀 ）

前頭側 方 ， 複眼 の 前方に つ く ；第 1 ，2 節 は膨大

す る ；末端は 3 節 （時 に 2節 ）よ りな る球稈部を

形成する 。 小腮内葉 は 退化 し蝶鍍節内縁の 剛毛群

と な っ て い る ；小腮 肢は 4 節で第 1 節は微小 。 下

唇肢 は 3節で ある が第 1 節又 は第 3 節が退化 し 2

節 とな る こ とが多 い 。前胸は 頭部 よ り幅広 く ，
そ

の 基部 は上翅 よ り狭 い 。上翅 は完全で腹端を覆 う

（例外あ り）。 後翅 は腥脉室 を欠き ， 第 1 臀脉 は肘

脉斑 に流入 す る ；後翅を欠 く種 も少 くな い 。前基

節窩 は後方閉 じ，中胸後側板は中基節窩に 達 しな

い 。 前基節は球形で 突出す る ；小転節はな い 。中

基節 は相隔 る。後基節 は横位で 相隔る。転節は 長

幅ほ s 等 し い （例外 ：E 〃o伽 π θ磁 5 属な どで は後転

節 の 長 さ は 幅の 2 − 3 倍）。附節 は 3 節，稀に ♂

の み 2 − 3 − 3 ，又は 2 − 2 − 3 の こ と が ある 。

腹部腹板 は 5 又 は 6 節が 外部か ら見え る ；機能的

気門は 7 対 。

　幼 虫 ：頭部は上方 より見え ， 明瞭な咽喉板 を欠

く。 触角 3 節 。 大腮 は基半部硬く
， 端半部軟質 で

そ の 先端 に 2 剛毛様突起 を有す る ；先端軟質部に

は硬化 した歯を有す る もの が あ る 。 小腮肢 3 〜 4

節 ， 下唇肢 2 節 ；下唇基節の基部界線 は不明 瞭で

あ る 。尾 突起を欠 く 。

＊
帝装化成 虫害 研

M ．　 分類 と分布

　ヒ メ マ キム シ科 は ヒ ラ タム シ 上 科 Cucujoidea

の 中 の 球 角群 Clavicorniaに 属 し て い る が，異節

群 Heteromera に 属 す る ホ ソ カ タ ム シ科 Coly −

diidaeと コ キ ノ コ ム シ科 Mycetophagidaeに 近

縁で ある と さ れ る 。 ホ ソ カ タ ム シ科 で は触角基部

が前頭側縁 の ピ サ シ状部の 下に か くされ ，前肢基

節 は前胸板 より突出す る こ とな く
， よ り大 な る 部
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分 が 内部 に あ っ て 外部か ら は見 え な い 。 附節 は 通

常 4 − 4 − 4 で あ る が稀 に ヒ メ マ キム シ と同 じく

3 − 3− 3 の も の もあ る 。 体は
一

般に 小形で あ る

が ヒ メ マ キ ム シ の 様に微小 で は な い 。幼虫は 尾突

起 をもつ 。野 外の樹皮下，朽木中で発見 され，屋

内性の もの は稀 で ある 。 コ キノ コ ム シ科は体長 3
〜 4mm も の が多 く，前胸後縁が 幅広 く上翅基部

の 幅と大差な い もの が多 い 。前肢基節窩 は後方 開

き， 中胸後側板 は 中肢基節窩に達す る 。 躍節 は ♂

3 − 3 − 4 ，♀4 − 4 − 4 。 こ の 科の 中に は 屋 内

性 で食糧害虫と され る もの が若干 ある。

　 ヒ メ マ キ ム シ科 は 以前 は 4 族 （FALL 　1899，

REITTER 　1911），　5 族　（BELoN 　1902，　HETSCHKO

l926）， 又 は 4 亜料 （FOwLER 　1912，三 輪 1938＞

に 分割す る な どの 説が あっ た が
，

5 族説が支配 的

で あ っ た 様 で あ る 。 そ れ ら は Merophysiini
，

Holoparamecini，　Dasycerini，　 Lathridiini，　 Corti−

cariini で ある 。 イギ リス の CRAwSON （1955）は

こ の 中 Dasycerini を腹部気門，♂交尾 器 の 形な

ど か ら 類縁 関 係 の 遠 い 隠 翅 虫 上 科 Staphyli−

noidea に 移 し ， 独立 の 科 Dasyce エidae （ニ セ マ

キ ム シ科） と し た 。又 ， Merophysiiniと HQIo−

paramecini を合せ て 独 立の 科 Merophysiidae （ツ

ヤ ヒ メ マ キ ム シ科 〉と し た。 こ の科は 小腮内葉が

よ く発達 して 独立の 切片とな っ て お り，前基節窩

は後方開 き ， 腹部 の 機能的気門が 4 − 5 対で ある

こ と で Lathridiiniと Corticariiniか ら区別 さ れ

る 。 ドイツ の PEEz （1967）は CRAwsoN の 見解

を認 め ず ，
ヒ メ マ キ ム シ科 を HolQparamecinae，

Dasycerinae，　 Lathridiinae の 3 亜 科 と し，

LathridiinaeをLathridiiniと Corticariiniの 2 族

に分 け て い る。こ ￥ で は CRAWSON に 従 っ て ヒ メ

マ キ ム シ科 を Lathridiini（ヒ メ マ キム シ族 ）と

Corticariini（ケ シ マ キ ム シ族 ）の 2 族 よ り な る

もの とす る 。 両族 は次章検索表の第 1 項 の 様に 区

別 さ れ る 。

　1926年 に 編纂 さ れ た全世界 の 本科 の カ タ ロ グ

（HETSCHKO　1926）に は ヒ メ マ キム シ族 に属 す

る もの が 7属 178種 ， ケ シマ キ ム シ族 に属 す る も

の が 6 属 234種収録 され て い る 。 現在 で は両者合

せ て 約700種 と云 われ る 。 分布 は 全世界に わ た る

が熱帯地方 よりも温帯地方に 多い 。世界共通種又

は ニ ッ 以上の 大陸に広 く分布す る 種類が比較的多

い が
，

こ れ ら は た い て い は 人 為環 境に住 む種で
，

貨物 ， 食品な どと共 に運 ば れ 分布を広 げたも の と

考え ら れ る 。日本 の ヒ メ マ キム シ料は 1985年 12月
ま で に ヒ メ マ キム シ族 6属 17種，ケ シマ キ ム シ族

5属 13種が記録 され て い る 。 こ の うちヒメマ キム

シ族 6 属 15種，ケシマ キム シ族 4 属 4種が屋内で

発見 さ れ ， ヒ メ マ キ ム シ族 2 属 3 種 ， ケ シ マ キ ム

シ族 2属 2 種が世界中に分布 し ， 他 に もニ ツ以上

の 大陸で 発見 さ れ て い る もの が少 くな い 。 ドイツ

及び そ の 周辺 の 中部 ヨ
ー

ロ ッ パ に産す る ヒ メ マ キ

ム シは64種 で屋内で 発見 され て い る もの は そ の 吉

内外 で あ る こ と と比 べ る と
， 日本 で は屋 内性種の

比率が高い 。
こ れ は 野外性種 の 研究が お くれ て い

る た め と考 え られ る 。

　 ］V．　 日本産 ヒ メ マ キ ム シ科の種 の検索表

　 こ の検索表 に は今ま で に 日本か ら記録 された こ

との あ る 30種の全て を含め た 。屋 内で発見 され た

こ と の ある 種 に は 和名の あと に
＊

を附 し た 。尚 ，

こ の 他 に Corticarina　fUSCttla　GYLLENHAL が BE ・

LON （1885）に よ っ て MelanoPhthalma　fusculaと

して 日本か ら記録 さ れ た こ とが あるが， こ れ は同

定誤 で
，

こ の 種 は 後 に JoHNsoN（1976）に よ っ

て Corticα rina 　nafeanei と して 記載され た。真 の C．

fusculaは全北 区に 分 布す る普通種で ある の で 日

本か ら発見 され る 可 能性 は あ る 。 LEWIs （1879）

が 記録 した Melanophthalma
「
transversalis に つ い て

は BELON （1885）は σo漉 η加 η g溺 o∫α の 同定誤

で あろ うと述 べ て い る。

1 ．頭楯 と前頭 と の 縫合線 は 深 い 溝 と な る か ，両者間

　 に 段差 が あ る e 頭部 の 複 眼 か ら前方の 部分 は 長 い
。

　 体表 は大点刻，隆起線，溝，小孔 の 全 て 又 は 何 れ

　 か を具 え る ；無毛 か 又 は極 め て 微細 な 毛を粗布す

　 る
， 稀 に や や 長 い 直立毛 を 粗布 す る 。 前基節 は 明

　 か に 相隔 る。腹部は 通常 5 節 が 外部 か ら見 え る 。

　　（Lathエidiiniヒ メ マ キム シ族）……・・………・…　 2

　 頭楯 と 前頭 と の 縫合線 は 明か で あ る が 深 い 溝 と な

　 る こ と は な く，両者間 に段差は な い。頭部 の 複眼

　 か ら前方の 部分 は 短 い
。 体表 は 通常細点刻と微毛

　 に 密 に 被 れ，顕著 な 隆起線 ， 溝，小孔 は な い 。前

　 基節 は ほ とんど相接 す る。腹部は 5節又 は 6節 が

一 42 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

　　外部 か ら見 え る 。（Corticariiniケ シ マ キ ム シ族〉

　 　．．．．．．．．．．．．．．，．．．，．．．．．．．．．．．．tt．．．，．tt．・・・・・…　一・・…　一…　tt・　18

2 ．後脚転節 は 長 さ 幅 の 2 〜3 倍。触角 は 10節，球稈

　　部 は 2節よ りな る 。 上翅に 白帯 が あ る。……………

　　．．．＿．．＿＿＿…・・…・………EuchfOnellus　uanxibariCZtS

　　　　　　　　　　 シ ラ オビ ヒ メマ キ ム シ （新 称 ）
＊

一　後脚転節 は 長 さ 幅 ほ ぼ 同 じ。触角 は11節 よ り な る。

　　上翅 に 白帯は な L）。
…………………・・……・……・

　
3

3 ．前胸背 に
一

対 の 縦隆条があ る 。 前胸板 は 前胸 後縁

　　に 達 せ ず，左右 の 前胸 背 板側片 （hyPQmeron＞ は

　　中央 で 合着す る 。 （StePhostethus）……一・’……”…
　4

一 上 記 2 特徴 を同 時 に 合 せ 持 つ こ と は な い 。

　 　 『，．、幽99．．．，．，．＿，．．．、，幽．．．．．．．．．．．．，幽9．．．，、．・噛・・・…一・・・…『『・ 5

4 ．前胸前縁角 は ほ と ん ど突出しな い 。

・…・・……・……・・

　　 ・……………・・・……・・…・・……StePhostethus　chinensis

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ メ マ キ ム シ
’

一　前胸前縁角 は葉片状に突出す る 。

…………・・…・……

　　．…・……………・…・・…・……StOPhostethus　a πgusticollis

　　　　　　　　　　　　　　 ム ナボ ソ ヒ メ マ キ ム シ

5 ．前胸側縁 は後方÷ の 所 で 強く括れ る 。 上翅卵形。…

　 　 　 　 鹽．．．．．．．．．．．．．．，．−．．．．．齟．．．．．．．＿．．＿．．……・一…　…・・
　 6

一　前 胸 側 縁 に は 括 れ は な い 。…・……………・……・・
　 9

6 ，前胸背 に は縦隆条を欠 く 。 上翅 は 凡 そ 7 条 の 不規

　　則 な 点刻条 を有 す る 。触角球稈部 3 節。……・……・・

　　 ＿．＿＿＿．＿…・D融 8r6磁 　（Cartoderema）ruficollis

　　　　　　　　　　　　　　 ム ネア カ ビ メ マ キ ム シ
＊

一　前胸背 に 縦 隆条がある 。上翅 は 8 条 の 規則的 な 点

　　 刻条を有す る 。

・……………・……………………・・ 7

7 ．触角球稈部は 2 節 よ り な る e 側頭両側は 平行 で 長

　　 い 。上翅 3 ，5 間室は基部 の み で隆起す る 。

・・……・

　　　　＿＿＿．．＿＿＿．．．＿…………・Cartodere　constricta

　　　　　　　　　　　　　　　 ク ビ レ ヒ メ マ キ ム シ
＊

一　触角球稈部 は 3 節よ りな る 。 側頭両側 は後方へ 狭

　　 まる 。・………・…・…ttt………・・…・・・……・………・
　8

　8 ．上翅 第 3 ， 5 ， 7 間室 は未端近 く ま で
一

様 に 稜状

　　 に 隆起 す る。………・…・……”…’Cartode「e　aZtst「alica

　　　　　　　　　　　 ス ジ ダカ ヒ メ マ キ ム シ （新称〉
＊

一　上翅第 3
，

5 ， 7 間室 は 部分的 に 隆起 し ， 第 3，

　　　5間室 は後方 で瘤状 と な る 。・…・…Cartodere　nodzfer

　　　　　　　　　　　　　 コ ブヒ メ マ キ ム シ （新称）
＊

　9 ．上唇 は 側方 に は り出 し，頭楯両側 を 囲 ん で い る 。

　　　上翅奇数間室 は 隆起す る。……………・…・・……・10

一　上 唇 は 側方で 頭楯両側 を囲 む こ と は な い 。…・… 11

10．上翅 は 極 め て 微細 な 毛 を有す る に すぎな い 。 前胸

　　は幅狭 い 。

……・…Dienerelia（Dienerella）costiPennis

　　　　　　　　　　　　　　 ハ ネス ジ ヒ メ マ キ ム シ
＊

一　上翅 は や や長 い 直立毛 を粗 に 装 う 。 前胸 は 幅広 い 。

　　 ，，．tt．＿＿＿．…・・・・…　Dienerella　（Dienerella）カilifera

　　　　　　　　　　　　　　　 ケ バ ネ ヒ メ マ キム シ
＊

11．側 頭 は 認 め ら れ な い か，又 は ，も し発達 す る 時 は ，

　　複眼 は少数 の 強 く凸隆 した個眼 よ り な る 。 両側 平

　　行の 細長 い 種。・…・……・・・・・・・・・……・…………・…
　 12

一　側頭 は発達す る 。複 眼 は 普通 で 多数 の 細 か い 個眼

　　 よ りな る 。 上翅卵形。………一……・…「一 ………
　16

12．上翅 に 8 条 の 点 刻 条 が あ る 。前胸側縁 は 広 く上反

　　 又 は 平圧 さ れ る。触角球稈部 3節。・…・………・・13

一　上翅に 7 条 の 点刻条 が あ る ；間室 は 扁平。・・…・・ユ5

13．複眼 大 き く，側頭 を欠 く、上翅間室 は 扁平 。

・……・・

　　 ・…・…・……・一・…・Dienerella（Microgramme）argus

　　　　　　　　　　　　　　　 オ オ メ ヒ メ マ キ ム シ
＊

一　複眼小 さ く，側頭 は 発達す る。一 ・・……・・…・・…
　 14

14．上翅間室 は 扁平。一・…・…………………”…………『…

　　　．＿＿…・・……ヱ）ienerelZa（Micregramme）∫iliformis

　　　　　　　　　　　　　 イ トヒ メマ キ ム シ （新称）
＊

一　上翅奇数間室 は稜状 に 隆起 す る 。

・・………・…・…tt…

　　 一 一・……・一 ・Dienerella（Microg7’amme ）costulata

　　　　　　　　　　　　　　　ム ナ ビ ロ ヒ メ マ キ ム シ
＊

15．触角球稈 は 3 節。前胸 背前 方 に 凹 陥 を 欠 く。…・・…・

　　　…・…・……………DienereUa （Microgramme）tanakai

　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ ガ ヒ メ マ キム シ
＊

一　触角球稈は 2 節。前胸 背 前 方 に 凹 陥 が あ る 。・…・…・

　　　tt・…・…………・・− Dienerella（Microgramme）filum
　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ ソ ヒ メマ キ ム シ

＊

　16．前胸板突起 は稜状 に 高 ま る 。 前胸前縁角 は殆 ど突

　　　出せ ず，上 翅間室 は扁 た い 。

……・…E π纏 4 ∫ 鷹 油

　　　　　　　　　　　　　　　ヒ ラ ム ネ ヒ メ マ キ ム シ
＊

　一　前胸 板突起 は 扁平。前胸前縁角 は 突出す る 。

…・17

　17．体 は 黒褐 色，幅広 い 卵形 。 前胸 は 前方 に 向 い 幅広

　　　と な る。上 翅奇 数 間 室 は 稜状 に 隆起す る 。…………

　 　 　 t．．．t．．＿＿＿．＿……・……・………・Lathn
’
dius　minutus

　　　　　　　　　　　　　　ク ロ ヒ メ マ キム シ 噺 称）
＊

　一　体 は赤褐色 ， 細 長 い 。前胸側縁 は 直線状。上翅間

　　　室 は 隆ま る 。

・・…・…………・……Lathridius　recticoilis

　　　　　　　　　　　　カ ク ム ネ ヒ メ マ キ ム シ （新称）
＊
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ユ8．触角 10節。体 は 短太 ；前胸側縁 は強 く孤 状，後半

　　に顕著 な 鋸歯を腐す る。後脚第 2鮒節は第 1節と

　　等長 に近 い e
……………・・…・’

　
’
　
’MigneaZtsu

’
a 　en

’
entalis

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　トフ シケ シマ キ ム シ
＊

一　触角は 11節 。

……・・……r…………一 …・……一・19

ユ9．第 1 腹板 に 縦条 を欠 く。鮒節 は 短 く
， 後脚第1 附

　　節は第 2鮒節よ り長 し、
。

・一・・・…−t・一…　tttt・一・・…tt　20

一
第 1腹板 に 後方 に 発 散す る一

対 の 縦条 が あ る 。

』

　　附節は 細畏く，後脚附節の 第 1 ・2 節 は ほ ぼ 等長。

　　（MelanoPhthalma＞…ttt・…・…・・…一 …・………… 27

20，前胸側縁 は 明瞭な小歯 を列ね て い る 。 小楯板 は横

　　位。♂前脛 節 に 歯 を欠 く。（Co漉 砌 磁 1・………・21

一
薗胸側縁 の小歯列 は 不明瞭 。 小楯板は 三角形。♂

　　葡脛i節 に 歯を有す る。・………・・………………・… 25

21．眼 の 後方 に 明 瞭 な側 頭 を 欠 く。上翅 に 斑 紋 を欠 く。

　 　 ・・一・・・・・・…　一・・・・・…　鹽・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　rr・・・・・・…　r・・…　　 22

一　眼 の 後方 に 短 い が 朋 か な 側頭が あ る。通 常上翅 に

　　 斑紋 あ り 。

………・……一・・…・・………・・…t・・tt…・・24

22．前胸側縁の小歯列は全縁に渡り強 い 。 前胸背は 心

　　臓形 で最大巾は 中央前 に あ り，後角 は 歯状 に突出

　　 す る 。

………………1’…’……………’…Corticaria　sp ．

　　　　　　　　　　　ノ コ ギリケ シマ キム シ （新称〉

一 前胸 側縁の 小歯列 は弱 い ；後角 は鈍 角 で 先端 ま る

　 　 し、o
・・・・・・・・・・…

　
』99・・…

　
一・・・…

　
『一・・←・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

　　 23

23．上翅間室 の 点刻 は 甚 だ弱 く ， 特に基部で は 認 め 難

　　い 。体上 の 微毛 は よ り長 い 。

…… Corticaria　elongata

　　　　　　　　　　　 キイ ロ ケ シ マ キム シ 〔新称）
＊

一　上翅 間 室 の 点刻は 明瞭 で あ る。体上 の 微毛 は よ り

　　短 い。・一……・…・一・……………Corticare
’
a　japanica

　　　　　　　　　　　　　　　 ウ ス キ ケ シ マ キム シ

24．暗竭色 ， 通常上翅中央 に 暗色横帯が あ る 。 側頭 の

　　後角は角張 る。…・・……・…・・…・… Corticaria　fasciata

　　　　　　　　　　　　　　　　 オ ビ ケ シマ キム シ

ー一 明黄褐色，通 常上翅中央 や や後方 に 暗 色横帯が あ

　　る 。 翻頭後角は ま る い 。

………・・…Corticaria・ornata

　　　　　　　　　　　　　　 ク ロ オ ビケ シマ キ ム シ

25．前 胸 背基 部前 に 前胸幅 の 9 に 達 す る 横溝 が あ る。

　　眼 は大 き く前頭 は 眼の 横径 の 2．5− 3 倍。♂交尾器

　　 は 左右対称 Q 体長 1．o〜1．6mm
。

・…………・……・…・

　　
…………・・……tt・・一・・一・・…・…・・Cortinicara　gibbosa

　　　　　　　　　　　　　 ウス チ ャ ケ シ マ キム シ
＊

一
　前胸背基部前中央 に 楕円 形 の 凹 陥が ある 。眼 は や

　　や 小 さ く，前頭 は 眼 の 横 径 の 4倍内外。♂交尾器

　　は左右不対称。……・…………・・…・………………　 26

26．体長 1．0〜1．7mm 。前胸 は幅狭 く， 長 さ よ り僅か に

　　幅広 い に すぎ な い ；側縁 の 弯曲 は弱 い 。

……………

　 　
………・…・……・……・・…・…・・…・

　Corticarina　similata

　　　　　　　　　　　　　キ タ ケ シマ キム シ 噺 称〉

一 体ft　1．76− L90mm 。前胸 は 幅広 く，幅 は 長 さ の

　　1．33一工．46倍 ；側縁は強 く弯曲す る 。

・・……・………

　　
・…・…・……・・…・………………・t・tCorticarina　nakanei

　　　　　　　　　　　　ナカ ネ ケ シマ キ ム シ （新称＞

27．触角球稈 2 節。前胸側縁は平潜 で 中央附近 に 饐 を

　　欠 く 。

…・……・MelanoPhthalma （Cortilena）sakagntii

　　　　　　　　　　　サ カ グチ ケ シマ キ ム シ （新称）

一　　角虫角球稈 3節 o
・・・・・・…　一・・・・…　囓・・・・・・・…　一・・・・・・…　一畠・　28

28，前胸 側縁 は孤状 で 角張 ら な い G
………・………・・……

　　
・…MelanoPhthalma（MelanoPhathalma）transver’salis

　　　　　　　　　　　　ル イス ケ シマ キ ム シ （新称）

一　前胸側縁 は 中央附近 で 角張 るか 歯状突起 が あ る。…

　 　
’”鹽’鹽”『鹽”tt’「鹽”齟『’’’”鹽’鹽・畠・tt・・…

　
一・・・・・・…

　
一・・・・…

　
tt・・

　 29

29．複眼大 き く側頭を欠 く。上 翅 の 毛 は寝 て い る 。……

　　
・…・・一 一Melanophthalma 〈Melan ・phthaima）jゆpmi ・a

　　　　　　　　　　　　　　 ヤ マ トケ シ マ キム シ
＊

一
　複眼 小 さ く側頭 は発達 す る 。上翅 に 直立毛 を有す

　　る。……・・磁 跏 π oψゐthalma （Melano少ゐtnagma ）evansi

　　　　　　　　　　　　　　　 ケ ブ カ ケ シマ キム シ

V ．　 生態 と経済的重要性

　 ヒ メ マ キム シ の 成虫は 野外で は樹皮下，枯木，

枯枝 ， 薪 ， そ だ，花， トゥ ヒ ・モ ミ な ど の実 （ま

つ か さ ），き の こ
， 獣 ・鳥 ・ハ チ

・
ア リの 巣，肥

料溜 めな どで発見 され る 。 集積 され た乾草， 藁 な

ど に は特に多い 様で ある 。 ケ シマ キ ム シ族に は 電

灯 に飛来す る もの もあ る 。 屋内に も比較的多 く ，

葡萄酒庫 ， 食料品倉鵬 食品 ， 生薬 ， 措葉標本 ，

躄紙 を貼 っ た壁，た 、 み
， など カ ビの 生え易 い 所

で 発見され る こ とが 多 い 。成幼虫共カ ビの 胞 子 ，

分生子 ， 菌糸を食する こ とが知 られ て い る。野外

に 於け る棲患場所 も ， そ こ に生 じたカ ビに発生 し

て い る と見 る こ とが で き る 。 或種の 成虫は体裹 に

特殊 な 小孔 （mycandium ）を具 え，こ れ に カ ビ

の 胞子 を満 し，移動 に伴 っ て カ ビを各所 に伝搬 す

る と い う 。 こ の 小孔に は分泌腺が開口 し，胞子を

発芽可 能の状態 に 長 く保 つ 様な液 を分泌す る 。 こ
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の 様 に して 種に よ っ て は特定の カ ビと共棲関係 に

ある もの もある と云わ れ る 。

　日本 に も産 す る種 の 皿 ycandium に つ い て は

CRAWSON （1981）は コ ブ ヒ メ マ キ ム シの 後胸板

の 中基節後方 と第 1腹板基部中央の そ れ ぞ れ一対

の小孔 を rnycandial 　cavity と し て 図示 して い る 。

ク ビ レ ヒ メ マ キ ム シは中胸板の 中央後端 （中基節

間）， 後胸板の 中基節後方お よび第 1 腹板基部中

央 （後基節間〉に
， 穴に 向 っ て収斂する多数の 皺

状条線 を伴 っ た深 い 小孔 をそ れ ぞれ 1対 も っ て お

Ol　）
こ れ が mycandium で はな い か と考え て い る

（図 1a ）。ス ジダカ ヒ メ マ キ ム シと ヒ ラ ム ネヒ メ

マ キム シ も後 胸板に同様の 小孔 を もっ て い る 。

Cartodere属の 3 種 と ム ネア カ ヒ メ マ キム シは前

胸が後方去の 所で 顕著に くびれ る と い う特異 な特

徴 を共有 し て い る が，何れ も前胸側縁 に 白色半透

明 の 蝋様物 を附けて い る （図 3c − f＞。 ク ビ レ ヒ

メ マ キ ム シ で観察した所 で は ，こ の 蝋様物は前胸

の 溝状 とな っ た 腹側縫合線（sternopleural 　suture ）

と側片 （hypomeron）上 の後方 の 括れ に 継が る溝

に沿 っ て 下方に伸びて お り ， 又 ，頭部下唇亜 基節

の 大き な 四 角形 の 凹所 ， 前胸板中央前端か ら後端

まで
， 中胸板の 中基節間の 小孔 ， 後胸板の 小孔 ，

第 1腹板基部中央の 小孔 ， 第 2 − 5 腹板基部な ど

の体下面 に見 られる凹所の全 て又 はそ の 多くを満

して お り ， 中胸板中央の蜷様物 はニ ッ に分れ て 後

方 に 伸 び後胸 板の 小孔の 蝋様物と連續 し て い る こ

とが多い 。
こ の蝋様物 は ベ ン ゼ ン で 容易に 溶 け る

性質の もの で あ るが，カ ビの 胞子と何 らか の 関係

が あ り そ う で あ る 。ヒ メ マ キ ム シ族の他の 種 の 多

くも，皺状条線は必ず し も伴 っ て は い な い が類似

の 小孔或は 凹陥を体 の 各所に 具え て お り （図 1c），

そ の 中 に は 何 らか の 分泌物を出す の で はな い か と

思 わ れ る も の もある。ナ ガ ヒ メ マ キ ム シ は体表の

多く の個所が臘様物で 覆ね れ て い る ら し く，こ れ

をベ ン ゼ ン 処理す る と，凹陥，縫合線 大点刻な

どに乾燥後 白粉状物が残 る 。

　 日本で の ヒ メ マ キ ム シ の生活史の 研究 はな い 様

で あ る が
， HINTON （1941）が ヨ

ー
ロ ッ パ で 日本

か ら も記録 さ れ て い る ク ロ ヒ メ マ キ ム シ ， ホ ソ ヒ

メ マ キ ム シ，イ トヒ メ マ キム シ の 3 種 を調 べ て い

る の で
，

こ の 中 ， 日本 に 確 実 に 産 す る ホ ソ ヒ メ マ

キ ム シの 例を次に 紹介す る 。

　飼育 は パ ン な どに 生 え る ア オ カ ビ AsPergillus

glaucum，ケ カ ビ Mucor 　mucedo を用 い る 。 成虫は

カ ビの 上 に 1 ヶ つ つ 産卵する 。 産卵数は比較的少

な く ，
2 ♀が 2 ヶ 月間に 合せ て 20個産卵 し た 。 24

± 2 ℃の 条件で 卵期 6 〜 7 日 ， 幼虫は 3 令を経過

し ，
1令 5 日 ，

2 令 7 日 ，
3 令 12日 （最後の 3 日

は摂食 しな い 前蛹期），蛹期 7 − 8 日 ， 全期間最

短 36 日 （24 ± 2 ℃ ），
18± 2 ℃ で は 56日 ，更 に 低

温 で は 5 ヶ 月 を要 した。卵は長 さ0．43〜O．49mm ，

幅0．16m皿 ，細長い 卵形で 前端が や tS 太い 。 白色

で 真珠様光沢が あ り表面は 滑か で あ る 。 第 3 令（終

令）幼虫 （図 2e ）体長 1，7〜2．　Omm ，体幅0．3−

O．　4mm ， 細長 い 紡錘形 ， 白色又 は黄 白色 ， 触 角

感覚突起 は第 2 節 の 末端 に つ く。大腮先端軟質部

に硬化 した大歯を有 し，そ の 先端 に 4 小歯 と 2 微

歯 を具え る 。 小腮肢 4 節。体表 に毛を装 うが，そ

の 大部分は そ れ ぞ れ の 節 の 長 さ よ り短か い 。第 1

令幼虫 は体長 O．5 − O．7mm ，触角 2 ・3 節同長 ，

腥附節同長 。 第 2 令幼虫 で は触角第 3 節は 第 2 節

よ り短か く ， 附節 は腥節 よ り短か い 。

　 1960年頃，日本銀行本店の 倉庫で 多数の ヒ メ マ

キ ム シが発生 し
， 国立科学博物館 の 黒沢 良彦博士

が調 べ た所，ホ ソ ヒ メ マ キム シと ム ナビ ロ ヒ メ マ

キ ム シで あっ た と の こ と で あ る。当時は
， 紙 幣を

食 う虫と して 新聞紙上 に 報導 され話題 とな っ た ら

し い が，恐 ら く倉庫内 に発生 し た カ ビを喰 っ て 繁

殖 した も の で あ ろ う 。
こ れ は ヒ メ マ キム シ が食糧

庫以外 の 所 で 室内発生 し問題 とな っ た戦後の 最初

の 例か も知れ な い が
， 近年 は ヒ メ マ キ ム シの 屋 内

発生が し ばし ば報ぜ られ る様 に な っ た 。 そ の ケ
ー

ス の 一
ッ は一般住宅や ホ テ ル で 特 に新築の 高級住

宅の 場合 が多 い 。発生す る場所は壁紙 を貼 っ た壁

が 多 い 様 で ，乾 き切 る前 の 壁 の 水分 と，紙 と糊に

含まれ る澱粉質が カ ビ の繁殖 を許 し ，
こ れ を餌 と

し て ヒ メ マ キ ム シ が 発生す る もの と考え ら れ る 。

高級 な壁紙 に は澱粉糊 を使用す る と い う こ と で あ

る。発生源が確かめ られず ， 壁に あっ た 割れ 目の

奥 で はな い か と 推測 さ れ たケ
ー

ス もある 。 東京の

或高級住宅 で 発生 し た種 はク ビレ ヒ メマ キ ム シで

　あ っ た。 こ の 場合同時に ナガ ム クゲキ ス イム シ の

一種 CrsPt・Phitus　sp ．も相 当数発見 さ れ て い る 。
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1985年神奈川県下の 新築の ある ホテ ル で もク ビ レ

ヒ メ マ キム シが大発生 した こ と が あ る
。 住宅やホ

テル で 大発生 した場合，ヒ メ マ キ ム シは壁や天井
な ど室内の 至 る所 を匍 い まわ り，テ

ーブル や食器

の上に 落 ちた り して 所謂不快害虫とな る 。

　 も う一
ッ の ケ

ー
ス は工場倉庫で あ っ て

， 木製 の

パ レ ッ トが発生源で ある場合が 多い 。 こ れ は床に

置か れ る ため，湿気を吸収 し て カ ビを生 じ易 い 。

木に生ずる カ ビと い うの は ヒ メ マ キム シ の 自然の

生活環境 に 似 て お り彼らに と っ て 好適な場所 らし

く ， こ の パ レ ッ トに は ヒ メ マ キ ム シ が多量 に 発生

する こ とが多い 。 そ して微小な昆虫で ある為 ， 気

づ か れ ずに 製 晶 の 中に は い り，所謂 混入 害虫と

な っ て 消費者か らの ク レーム の原因とな る。古い

建物 で は 掃除 を怠る と湿気の 多い場所で は汚れ た

壁な ど に カ ビが 繁殖 し ヒ メ マ キ ム シの 発生源 とな

る 。 工場倉庫で最 も高い頻度で 発見 さ れ る の は ム

ナビ ロ ヒ メ マ キム シ で あ る 。

　ヒ メ マ キム シが食品害虫 と さ れ る こ とが よくあ

るが ， ．通常は食品に 発生する カ ビを食 うの で あ っ

て 食品 自体を 直接加害す る こ とは少な い の で はな

い か と考え られ る。枯死又 は 乾燥 し た植物体 に 生

ずる比較的乾い た カ ビは ヒ メ マ キム シ類に と っ て

も っ と も好 ま し い もの の様で
， 博物館な どの 措葉

標本に こ の 虫が 多い こ と は 昔か ら知 られ て い た 。

類似の 条件の生薬類に は こ の 虫が多 く漢方薬店で

は厄介な もの で あ り ， 又 ，近時漢方薬が再認識 さ

れ て
，

こ れ を配合 した医薬品が著 しく増 え て 大 き

な薬品メ ーカ ー
で も漢方薬の 取扱量が増大 して ヒ

メ マ キム シが しば しば問題 とな っ て い る 。

W ．　 屋内性種の解説

　ヒ メ マ キ ム シ に は純野外性 の もの
， 野外屋 内何

れ に も発見 さ れ る もの
， 少 くと も輸入 国で は ほ と

んど屋内に 限 られ る もの の 3 様あ る 。 日本産H 属

30種の 中で 屋 内で発見 され た こ との ある もの は 下

記10属 19種 で
， 以下 こ れ らに つ い て 解説す るが，

第IV章の 検索表に示 され て い る形態的特徴に つ い

て は原則 と して 本章で は言及 しな い
。

1．＊

ヒ ラ ム ネ ヒ メマ キ ム シ Enicmus　histrio
＊

目本で 野外 で も発見 され て い る種。

2．ク ロ ヒ メ マ キ ム シ Lathridius　minutus

3 ．＊
ヒ メ マ キム シ StePhostethus　chinensis

4 ．ス ジダカ ヒ メ マ キム シ Cartode7・e　australica

5．ク ビ レ ヒ メ マ キム シ C鷹 ‘od毋 θ ω η3加 6砌

6 ．コ ブ ヒ メ マ キ ム シ σαπα を厂ど πo ぼ駒 r

7 ，’ム ネ ア カ ヒ メ マ キ ム シ Dienerella（Cartoderema）

　　 rttficolli ∫

8 ．オ オ メ ヒ メ マ キ ム シ 1）ienerella　 Clld／icrogramme）

　 　 aTgus

9．イ トヒ メ マ キ ム シ ヱh
’
enerella （Mthrogramme ） fiZi−

　 　 formis
IO．ム ナ ビ ロ ヒ メ マ キ ム シ Diener’ella （Microgramme）
　 　 co5t μtata

11・ナ ガ ヒ メ マ キ ム シ b
’
・n ・r・19a （盈 切 9。  廟

　 　 innahoi

12．ホ ソ ヒ メ マ キム シ Dt
’
enerella （Microgramme ）filum

13．＊
ハ ネス ジ ヒ メ マ キム シ D跏 8解 Z如 （1）ienerella）cos−

　 　 tiPennij’

14．ケ バ ネ ヒ メ マ キ ム シ Dieneretla（Dienerella）

　 　 躍 輙

ユ5．シ ラ オ ビ ヒ メ マ キ ム シ Euchionetlus　zanxibaricus

16．キ イロ ケ シマ キ ム シ Corticarin　elongata

l7．　
s
ウス チ ャ ケ シマ キ ム シ Cortinicara　gibbosa

18．’

ヤマ トケ シマ キム シ Melanophthalma　jaPonica
l9．＊

トフ シ ケ シマ キ ム シ MigneatLxz’a　orientalis

1． ヒ ラ ム ネヒ メ マ キ ム シ （図 3a ）

　　 Enicm ・rs　hdSt・i・JQy　e辷丁OMLm ，1910

体長 1．7〜2．　Omm ．前胸背 に は明瞭な縦隆条 を欠

、〈 。 後胸 板 の 中基節窩後方 に mycandium で は な

い か と思わ れる穴 に 向 っ て 収斂する皺 を伴 っ た一

対の 小孔が ある 。 後翅完全 。

　分布 ：北海道 ， 本州
τ

四 国 ， 九州 。 オ
ー

ス トラ

リア ， イン ド，
パ キ ス タ ン

， ア フ ガ ニ ス タ ン，ア

ゼ ル バ イジャ ン ，ヨー
ロ ッ パ ，ナイジ ェ リ ア 。

　日本で は屋 内外に普通で ある。本種 を日本か ら

最初に記録 し た の は多分 LEWIS （1879）で trans−

versus （var ．）OLIv．の 学 名 で リス トに は い っ て

い る。 そ の 後 は （var ．〉な し で 単 に transversus

OL エVIER と し て 知 られ て き たが 日本の も の は ♂の

交尾器 を 調 べ て み る と ， 申根 （／979b ）が述 べ て

い る様 に 近 似種の 擁伽 o に 一
致す る 。 真 の trans一
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versus の 日本産 の もの は まだ確認 さ れ て い な い 。

2 ．ク ロ ヒ メ マ キ ム シ （図 2　a ）

　　Lathridius　minutus 　LINNE ，1767

　体長 1．2〜2．4mm （HINTON　l941に よる。）

　分布 ：世界中 。

　本種は ヨ ーロ ッ パ に最 も普通な屋 内害虫の 一
ッ

で ある 。 日本か ら は LEWIs （1879）が assimilis

MANNERHE エM （miniltus の synonym ）と し て 記

録 し た 。 BELON （1885）は LEwlS の 2 回目の 日

本旅行 （1880〜1881）の 採集品中に 本種 を見出せ

な か っ た の は不思議 で あると述 べ て い る。LEWIS

以後 の 日本か らの 記録 は中根 （1979a ）が単 に学

名を挙 げて い る 以外な い 様で ある 。

3 ． ヒ メ マ キ ム シ （図 3b ）

　　StePhostethus　chinensis 　REITTER，
1877

　体長 1．6〜2．Omm ．触角球稈 3 節 ，
上 翅点刻列

は 8条 ， 第 7 間室は稜状に 隆起 し肩部 で特に著 し

い 。

　分布 ：千島，北海道 ， 本州，四国，九州。樺太，

中国。基産地 は中国 と 日本で あ る 。

　屋 内外で 採集 され ， 米の 肌 ずれ を食 うと い われ

コ メ ノ ヒ メ マ キム シの 異名が ある 。 昔か ら図鑑な

どで 紹介 され て い て
， よく知 られ て い る が ，屋 内

害虫と し て は ク ビ レ ヒ メ マ キム シや ム ナ ビ ロ ヒ メ

マ キ ム シの 様に重要で はな い 。

4 ．ス ジダカ ヒ メ マ キ ム シ （図 3d ）

　　 Cartodere　attstralica　BELON ，1887

　体長 1．7〜2．1mm ．黄褐色 で 次 の ク ビ レ ヒ メ マ

キ ム シよ り通常明色 ，体の 幅は や 、 広 い 。前胸 は

後方青の 所で 強 く括れ ， 側縁 に は半透明 の 蟻様物

が つ い て い る 。後胸板 の 中基節窩後方 に mycan ・

dium で はな い か と思 われ る 穴に 向 っ て 収斂す る

皺 を伴 っ た一対の 小孔 があ る 。

　分布 ：本州。オース トラ リア，北ア メ リカ，ヨ
ー

ロ ツ パ 。

　原産地 は恐 ら くオース トラ リア で 北米と ヨ
ー

ロ ッ パ に輸入 され た 。日本か ら は 田中 （1985）が

1983年 に静岡県下 の 食品工場 と薬品工場 ，
1985年

に兵庫県下 の 某工場 で採集さ れた標本に 基き 日本

昆虫学会関東支部大会 で は じめ て報告 したが
，

こ

の 大会は 講演要旨が な い の で文献上の 最初の 報告

は本稿 とな る 。 各地に拡 が っ て い ると思 われ る が，

まだ多 くはな い で あろ う。電殺 器 で 採 れ て い る。

5 ．ク ビ レ ヒ メ マ キ ム シ （図 1a， 3 の

　　（〕artodere 　constricta 　HUMMEL ，1824

　体長 1，2− 1．9mm ．暗黄褐色及至 暗赤褐色 。 触

角末端の 球稈部が 2 節か ら成る こ とが顕著 な特徴

で ある 。 前種同様前胸に 括れ と蟻様物を有する 。

こ の 蝋様物 は体下面の 小孔そ の 他の 凹所 に も附着

し て い る （第 IV章参照）。 後翅は完全 。

　分布 ：本州 。全世界。

　日本か ら は明治初期に 2 度来 日 し長 く滞在 した

George　LEwls の 採集 品 に 基 き BELoN （1885）

に よ っ て 初 め て記録 され た 。前節 で 述 べ た様に新

築の 高級住宅やホ テ ル で 大発生す る こ とが よくあ

る。カ ビの 生え た畳 に発生す る こ と もあ る。沢山

い る種で 記録 も古 い割 に 日本で は あまり知 られ て

い な い様 で あるが国内各地に 分布 して い る の で は

な い か と思わ れ る 。 屋 内害虫と して は ム ナビロ ヒ

メ マ キム シ と共 に最 も多い 種で ある 。 本種は ム ネ

ク ビ レ ヒ メ マ キ ム シ と も云 わ れ る 。

6 ． コ ブ ヒ メ マ キ ム シ （図 2c
，

3c ）

　　Ca「tode「e　nodtfer 　WEsTwoOD ，1839

体長 1．5〜2．lmm ．黒碣色。触角球稈 は 3 節か

らな るが基方の 節 ほど小さ い 。 前 2 種同様 ， 前胸

に 括れ と蝋様物 ， 中基節窩後方 に
一対の 皺を伴 っ

た 小孔 を有す る。前胸背の縦隆条 に は前方外側に

斜め の短 く不明瞭な分枝が あ る 。 上翅 は強 く 凸 隆

し 3 ヶ の 横の 凹 み が あ る。 3
，

5 ， 7 間室 は大体

こ の 凹み の あ た りで は隆起 して い な い
。 ♂は後胸

板 の 後方 に刺毛 を伴 っ た一対 の 突起 を有 し，後腥

節内側先端近 く に顕著な朿1」状突起が あ る 。

　分布 ：本州。全世界 。

　 ヨ
ーロ ッ パ で は ご く普通 ら しく ， 薪 ， 乾草，樹

皮下 な どで カ ビ の 生え て い る 所で 得られ て い る

が ， 屋内で も地下の 食糧庫，台所 ， 倉庫 の壁 な ど

で み つ か っ て い る と い う 。 中根 （1979 。 ）は本種

を含 む 6 種 の ヒ メ マ キム シ の 学名 を列挙 し，屋

内 ・貯穀
・貯蔵庫な ど で 発見 さ れ る と述 べ て い る
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が ， そ こ で は こ れ 以外の記述は何 もな い 。 こ れ が

日本 に も産す る こ とを意味 して い れ ば
，

こ れ が 日

本か らの 本種の 最初の 記録 に な る と思われ る 。 田

中 （1985）は 日本昆虫学会関東支部大会で東京都

江東区新木場で 採集され た 1 ♀ （vi ，20，
1982，出

口可能）に つ い て 報告 した 。 製材工場の 屋外の 材

木置場で 採集され たも の で ある 。
こ の 工 場は内材

外材共に 扱 っ て い るが，こ の 標本が い た 桝は 何れ

か 明 らか で は な い との こ と で あ る。

7．ム ネア カ ヒ メ マ キム シ （図 3f ）

　　Dt
’
enereZla 　（Cartoderema）　 顧 60傭 MAR ・

　　SHAM
，
1802

　体 長1．0〜1．2m 血，頭部と前胸 は赤褐色 ， 上翅

暗竭色 。 長卵形，背面はか な り強 く凸隆するが腹

面 は扁た い 。 上翅 は卵形で 前胸 よ りか な り幅広 い 。

後胸板の 中基節窩後方，第 1腹板中程 ，第 2− 4

腹板前縁沿 い に深 い 横溝が ある 。 前胸 は前 3 種同

様括れと蝋様物をも っ て い る が
， 背面 に 縦隆条 を

欠き ， 上翅縦条が不規則で 部分的に 7 条で あ る こ

と で 容易 に 区別 で き る 。 後翅を欠き ， 左右 の 上翅

は癒着 し て い る 。

　分布 ：本州 ， 四国 。 ヨ
ー

ロ ッ パ
， 北 ア フ リカ地

中海沿岸 ，
マ ディラ ， カナ リー，中央及 び北ア メ

リカ 。

　日本で は 1971年には じめ て記録され た 。 新潟県

で とれたキ イロ ス ズ メ バ チ の 古巣よ り得られ た も

の で あ る （立川 197ユ）。 こ の 他，青森，静 岡，愛

媛の 各県か ら知 られ て い る が
， 筆者は 製薬工場 で

得 られた もの を見て お り，屋 内で得られ て い る こ

とが 多い 様で ある。　　　
一

8 ．オオ メ ヒ メ マ キ ム シ （図 3g ）

　　D ±
’
enerelga 　（Microgramme ） argus 　REITTER ，

　 　 1884

　体長1．3− 1．4mm ．後胸板 に は後端横溝で 連絡

され た一対 の 縦溝が あり，第 1腹板に は 一対 の ，

第 2 − 5腹板 に は 前縁 に沿 う横溝があ り，こ れ ら

の溝 は全て か な り深 い 。

　分 布 ：本州 。
ヨ ーロ ッ パ ，北ア フ リカ，北ア メ

リカ 。

　日本か ら は静岡県下の製薬工場で 1982年 に発見

され た標本 に 基き 田形 ・田 中 ・久松 （1982）に よ っ

て は じめ て 報告 さ れ た 。そ の 他 に は今の所記録 は

な い 様で ある 。 欧米で は地下の 葡萄酒庫 ， 薬品問

屋 ， 薬屋 ，

一一ge家庭 の 風 呂場 な どで 見つ か っ て い

る。

　尚，泌 ‘ rog γ 硼 耀 亜属の 種 は前胸の 後方k−〜e
の あた り に一対の顕著な孔点 を も っ て い る 。

9 ．イ トビ メ マ キム シ （図 2b ）

　　ヱ）ien．erelga　（Microgramme＞ filtformis　 GY レ

　　LENHAL
，
1827

体長 1．2〜1．・4mm ．（HINTON・1941に よ る 。 ）

　分布 ： ヨ ーロ ッ パ
， 北ア メ リカ 。 日本 。

　欧米で は カ ビの 生え た 食品や家の 壁な どで見 っ

か っ て い る 。 日本か らは LEW ！S （1879）に よ っ

て 記録 さ れ たが
，

そ れ 以後の 確か な記録 はな い 様

で あり ， 筆者 も日本産の 標本を見て い な い 。

10．ム ナ ビ ロ ヒ メ マ キム シ （図 1b，　 c ；2d）

　　Di
’
enetegla 　 （．44icrogramme） costulata 　 REIT −

　　 TER ，1877

　体長 1．O〜1．5mm ．複眼は や 丶 退化 し嘆か 数個

の 個眼か らな る 。 前胸側片 は前胸板後方突起 の 上

で 左右が合着 して い る 。後胸板 の 前縁中央 （申基

節闘）に
一

ッ と後基節前方に 一対の
，

そ して 第 1

腹板の 前縁中央 （後基節閥 ）に
一

対の 深い 陥没が

あ る が
， そ の 周 囲 に 皺状条線 は な い

。 第 1腹板 に

ci．　一一対の ， 第 2 − −5腹板 に は前縁 に沿 う か な り深

い 横 溝が あ る 。 後翅を欠き左右 の 上翅 は癒 合 し て

い る こ とが多い 。♂は 後胸板と第 工 ・2 ・3 ・5 ．

腹板中央後方 に毛塊を有す る 。 ♀も同 じ場所 に若

干の 毛を持 っ て い る が塊を な さ な い 。

　分布 ：本州 ， 四 甅 ， 九州。 ヨ
ー

ロ ッ パ ，北 ア メ

リカ。

　George　LEW 五S の 採集品 に基 き 日本を基産地 と

して 記戴 され ，そ の後 ヨ
ー

ロ ッ パ と北米で も発見

され た 。 製薬 ，食品等 の 工場倉庫 で発見 され る ヒ

メ マ キ ム シの 中で は本種が一一番多 い 。パ レ ッ トや

カ ビの 生え た壁な どで よ く見っ か るが畳に発生 ず

る こ と もあ る。中根 （1979a ＞は 甘酒の 麹か ら発

生 し た こ とが あ る と述 べ て い る 。ク ビ レ ヒ メ マ キ

ム シと共に 日塞 では本科の 中で 最 も多い 屋 内窘虫

一 48 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

で ある が近年ま で ほ と ん ど知ら れ て い な か っ た e

中根 （1963 ）が 図説 し た ハ ネス ジ ヒ メ マ キ ム シと

混同さ れ る こ とが ある ら しい が，こ の 種は上唇が

側方 には り出 して 頭楯 を囲ん で お り ， 前胸 の 幅 は

狭い の で識別容易で ある。

11．ナガ ヒ メ マ キ ム シ （図 3　i）

　　Menerella （Micr・gramme ） tanafeai　 HISA・
　　　　　　　 ノ
　　MATSU ，1985

’

　体長 1，1−−1，6mm ．下唇肢ぱ第 1節退化 し第 3

節は第 2 節に 融合して い る 。前胸背中央後半 に顕

著な縦溝があ る 。 上翅の 点刻条は後方で 8条 とな

る こ とがある 。 中胸板は中基節間で 深 く 凹 む 。 後

胸板 に は前方に 発散す る
一対の 縦溝が あ り， そ の

後端は後縁中央の 深 い 横溝 に連絡す る 。第 1腹板

に は 中央よ り後方に一対 の
， 第 2 − 5腹 板に は前

縁寄 りに そ れ ぞれ一本の 深 い 横溝が ある 。 後翅を

欠き左右の 上翅は癒合 して い る こ と が 多い 。

　分布 ：本州 。

　静岡県下 の 製薬工 場で 最近発見記載され た もの

で ある 。

12．ホ ソ ヒ メ マ キ ム シ （図 2e
，

3　h）

　　Dienerella　 （Microgramme＞　 filum　AUBE ，

　 　 1850

　体長1．2〜1．6皿 m ．頭部正 中溝 は後方へ 著 し く

拡大す る 。上翅 の 点刻 は極め て大 き く，為に間室

は細 く不規則に 曲っ て い る 。 後胸板 に は後基節前

方 に
一対の 卵形の 凹陥があ り ， 又 ， 深 い 溝が周囲

に あ る 。

　分布 ：本州 。
ヨ
ーU ッ パ

， 北 ア フ リ カ
， 南北ア

メ リカ 。

　 ヨ
ー

ロ ッ パ に普通 で よ く研究 され て お り，生活

史に つ い て は第 V 章を参照 さ れ た い
。 第V章で す

で に 述 べ た様に
，
1960年頃日本銀行本店の倉庫で

発見 されたが ，同定 し た 黒沢博士 は本種が 日本未

記録 で ある こ とを学界 に 報告 しな か っ た 由で ，

従 っ て
， 神奈川県下 の 薬品工場 で 1981− 2年に 得

ら れ た標本に つ い て 報告 した田 形 ・田中 ・久松

　（1982）が 日本最初の 記録と な る。日本で は今の

所 あま り多 い 種で はな い 様で ある 。

13．ハ ネス ジ ヒ メ マ キ ム シ （図 3　j）
　　1）ienerelga　（ヱ）ienerella）　costipennis 　REITTER ，

　 　 1875

　体 長1．7〜1．8皿 m ．側頭 は発達 し，前胸背は比

較的小さ く後方へ ほ とん ど波曲せ ずに か な り強 く

狭 ま る 。

　 分 布 ：本州，四 国。

　屋 内外で採集 さ れ て い る。中根 （1979・ ）は近

年屋 内で よく発見 さ れ醤油の醸造の 麹の 胞子 を食

して い る と述 べ て い る。筆者 は東京都世 田谷区 で

電灯 に 飛来 し た 一匹 を採集 した こ と が ある （v ，

28
，　1958＞。

14．ケ バ ネヒ メ マ キム シ （図 3　k）

　　Dienerella　 （Dienerella）　 piizfera　REITTER ，

　 　 1875

　体長 1．O〜1．6mm ．側頭 は発達 し，前胸背 は比

較的大 き く，前種 に比 し後方 へ の狭 ま り が弱 く ，

側縁の 平圧部が 広 い 。 後胸板と第 1 腹板 は大点刻

に 被わ れ，第 2 − 4腹板に は前縁 に沿 っ て深 い横

溝が ある 。

　分布 ：本州、 ヨ
ー

ロ ッ パ ，北 ア フ リカ， トル キ

ス タ ン 。

　 ヒ メ マ キ ム シ族 の 中で は 体表に 明瞭な 毛 を持つ

数少 な い 種の 一
ッ で あ る 。 日本か ら は REITTER

（1880）に よ っ て初 め て記録 さ れ た 。 そ の 後 ， 日

本か らの 報告 は全 くな か っ た が 田形 ・田中
・久松

（1982）が 静 岡県下 の 製薬工 場 で 1982年 に 102年

振 り に再発見 した 。 REITTER 以来 日本に定着 し

て い た もの か ，
一

旦 消滅 し再輸入 され た もの か 明

か で な い 。今の 所，日本で は こ れ以外の記録はな

い 様で ある 。

15．シ ラオビ ヒ メ マ キ ム シ

　　EuchioneZlzes　xanzibaricus 　BELON ，1887

　体長 0．8〜1．Omm ．体上は白粉 で斑紋を現す 。

　分布 ： 日本 。 中国 （福州），
ジ ャ ワ ， セ イシ エ ル ，

ザ ン ジ バ ル
， ドイツ 。

　基産地 はザ ン ジバ ル．。 日 本か ら は Metophthal−

m 。、　alb 。fasci・tus の 名 で REITTER 〔1891 ）が 新

種と して 記戴 し た の が最初の 記録 となる 。 両種は

JOHNSON （1973）に よっ て 同種 と さ れ た 。　 REIT．
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TER 以後日 本で の 採集記録 はな い の で はな い か

と思 う。HINTON （1941）は家屋内か地下 の葡萄

酒庫 の 様な所で の み 発見 さ れる種 で ある と述べ て

い る が ，ザ ン ジバ ル で は湿潤な草原で 草を刈 っ て

い る時に 見つ か っ た と い う。日本で ど の ような所

で 採集 され た か に つ い て は記述はな い 。筆者 はま

だ本種 を見た こ とはな い 。

16．キ イロ ケ シマ キ ム シ

　　Cortican
’
a　elOngata 　GYLLENHAL，1827

　体長 1．3〜1．8mln，（HINTONに よる）。

　分布 ：世界中 。

　中根 （1979a）は 前出の コ ブヒ メ マ キム シ等と

共に本種の学名を挙 げ ， 屋内 ・貯穀 ・貯蔵庫 など

で発見 され る と して い る。 コ ブ ヒ メ マ キ ム シ の場

合 と同様 こ れ 以外の 記述は な い が ，
こ れ が本種 の

日本か らの 最初の 記録と な る で あ ろ う 。
ヨ
ー

ロ ッ

パ で は乾草 ， 野菜屑，倉庫 の 壁，苔 ，
そ だ，乾燥

茸な どか ら見 っ か っ て い る 。 北米 で も ご く普通 な

種 ら しい 。

17．ウス チ ャ ケ シマ キ ム シ （図 31）

　　Cortinicara　gゴわゐo∫ご〜HERBsT ，1793

　体長 1．O − 1．9mm ．背面は よく凸隆 し て い る 。

触角球稈 3 節。下唇肢第 1 節は微小 で ある が認め

ら れ，第 3 節は第 2 節に融合 して い る。後翅は完

全 。

　分布 ：北海道 ， 本州 ， 四国，九州 ， 琉球列島 。

全世界。

　日本産の本科 の 中で 最 も普通な も の の 一
ッ で あ

る 。 日本か ら の 最初 の 記録は LEWIS （1879）に

よ る も の で MeianoPhthalma　 gibbosa （var ．

REエTTER ）の 学名 で リス トに は い っ て い る 。屋

内外 で採集され電灯に もよ く飛来す る 。 屋内で 採

集さ れ た場合，単に屋 外か ら飛来侵入 した 場合が

多 い と思 わ れ る が，屋内に発生源が ある場合もあ

る で あ ろ う。

18．ヤ マ トケ シ マ キ ム シ （図 3m ）

　　Melanof）hthalmaゴα1）onica 　JoHNsoN，1976

　体長 1．6〜1．8mm ．前胸 側縁中央は 変化 があっ

て単に 角ば る場合か ら明 らか な歯状突起 とな る も

の まで あ る 。 後翅は 完全、

　分布 ：本州，四国，九 州，琉球列島 （徳之島）。

北 ベ トナ ム 。

　基産地 は福島県会津若松。通常野外で 採集され

るが ， 富山県下の 薬品工場で 採集さ れ た標本 1 匹

を見て い る。

19． トフ シケシ マ キム シ （図 3n ）

　　Migneauxia　orientalis 　REITTER，1887

　体長1．2− 1．5mm ．側頭 は 短い が よ く膨隆 して

明瞭 。 触角球稈は 3節 か ら成る 。 後翅完全 。

　分布 ：本州，四国 ， 九州 ， 琉球列島 （トカラ諸

島｝。 中国 ， イ ン ドシ ナ，ビル マ ，ブー
タ ン

， イ

ン ド，
ス リ ラ ン カ，ナ イジ ェ リア 。

　米に つ い て コ ペ ン ハ ーゲ ン に 運 ば れ た こ とが あ

り
， 又 ，食品 と共に南米 コ ロ ン ビ ア に 輸入 され た

こ ともある 。 日本か らは REITTER （1891）に よっ

て 初め て 記録 さ れ た 。 久松 （1977b ）に よれ ば本

州か ら トカ ラ列島ま で の 各地で 採集 され て い る 。

筆者は静岡県 と愛媛県の 食品工場で 採集された標

本 を 見 て い る 。電 灯 に も飛来 す る 。

W ．　 コ ン トロ
ー

ル の方法

　 ヒ メ マ キ ム シ類は
一

般住宅 で 大発 生 した 場合，

所謂不快害虫とな り ，
工 場倉庫 な どで は気づ か れ

ずに製品 に 入 り こ ん で 混入 害虫と な る 。最近 は 対

策 を強 く要請さ れ る こ とが多 く PCO に と っ て も

重要害虫の
一

ッ にな っ て い る 。 何れ の 場合 も ヒ メ

マ キム シ が発生 して い る と い う こ と は，ヒ メ マ キ

ム シが生活環 をくりか えす こ とが 出来る程度の 長

期 に わ た っ て 好 ま しい 条件以上の 湿気が あ っ て カ

ビ が 繁殖 し て い ると い う こ とで ある。ヒ メ マ キ ム

シ類の 好 ん で 食す るア オ カ ビ AsPergillvsな ど の

ヵ ビ は 空 気関係湿度 65− 85％ で 生育す る。従っ て
，

環境をカ ビ の 生育を許す条件以下の 湿度に 抑えれ

ばヒ メ マ キム シ も発生しな い 。

一般住宅で は新築

後 間もな く壁 な ど が まだ十分湿気 を含ん で い る間

に ヒ メ マ キ ム シの 発生 を見 る が ， 年月が経 っ て 乾

燥すれ ば 自然に 終息す る 。 建築 の 際 に あ らか じ め

壁 に 防黴処 理 を施 し て お け ば最 初 の 発生 も防げ

る。工場倉庫 な ど で は場 所 に よ り湿 気を防ぎきれ

な い こ とも多い か ら，木製パ レ ッ トな ど は残効性
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　　　Dienerella（　Microgramme）filiformis．（HINToN　l941）．　 c、コ ブ ヒ メ マ キ ム シ幼虫 Cartodere

　　　nodzfer ，　larva （HINToN 　1941）．　 d，ム ナ ビ ロ ヒ メ マ キ ム シ 幼虫 Dienerelta　（Microgramme ）

　　　costulata ，　larva（BOvING　and 　CRAIGHEAD　1930− 31）、　 e，ホ ソ ヒ メ マ キ ム シ幼虫 DienereZla
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